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新年のご挨拶を
　　申し上げます

過
去
の
成
功
事
例
が

コ
ロ
ナ
禍
で
通
用
し
な
い

新
た
な
取
組
み
で
見
え
た

Ｍ
Ｋ
の
強
み
や
可
能
性

　

ま
ず
最
初
に
、
一
昨
年
か

ら
昨
年
に
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍

で
も
希
望
を
与
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
お
客
様
に
感
謝
申

し
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
Ｍ
Ｋ
グ

ル
ー
プ
で
は
日
々
の
タ
ク
シ

ー
無
線
配
車
数
は
一
定
数
を

保
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
日
頃
よ
り
Ｍ
Ｋ
タ
ク
シ
ー

　

昨
年
３
月
に
は
、
京
都
の

今
を
伝
え
る
た
め
に
桜
の
ラ

イ
ブ
配
信
を
連
日
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
を
使
っ
て
行
い
始
め

ま
し
た
。
そ
の
後
も
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
で
の
京
都
ラ
イ
ブ

配
信
は
定
期
配
信
と
し
て
継

続
し
、
11
月
下
旬
か
ら
の
紅

葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
再
度
特
別

企
画
と
し
て
連
日
配
信
を
行

い
ま
し
た
。
全
国
の
多
く
の

方
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ

き
、
と
き
に
は
海
外
か
ら
も

視
聴
さ
れ
、
京
都
の
い
ま
の

あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
お
伝
え

で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

自
社
運
営
に
よ
る
職
域
接

種
で
希
望
者
の
２
回
接
種
が

完
了
し
た
８
月
か
ら
は
、
自

治
体
依
頼
に
よ
り
専
用
車
両

で
の
軽
症
者
の
搬
送
、
集
団

接
種
会
場
の
運
営
や
ま
ん
延

防
止
措
置
時
・
緊
急
事
態
宣

言
時
の
飲
食
店
調
査
業
務
の

受
託
な
ど
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
と

し
て
で
き
る
仕
事
を
最
大
限

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
仕
事
で
高
く
評
価

い
た
だ
い
た
の
は
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
機
能
や
運
営
能
力
で

し
た
。

を
ご
利
用
い
た
だ
く
お
客

様
、
Ｍ
Ｋ
を
ご
指
名
い
た
だ

く
お
客
様
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
て
も
Ｍ
Ｋ
を
使
い
続
け

て
い
た
だ
い
た
、
そ
の
結
果

で
す
。本
当
に
あ
り
が
た
く
、

改
め
て
お
客
様
に
支
え
ら
れ

て
会
社
が
あ
る
の
だ
と
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

軽
症
者
搬
送
で
は
陽
性
者

の
発
生
が
多
か
っ
た
大
阪
府

か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
大

阪
Ｍ
Ｋ
、
神
戸
Ｍ
Ｋ
、
京
都

Ｍ
Ｋ
、
滋
賀
Ｍ
Ｋ
の
関
西
の

オ
ー
ル
Ｍ
Ｋ
で
対
応
に
あ
た

り
ま
し
た
。
通
常
の
タ
ク
シ

ー
事
業
で
は
な
い
、
営
業
区

域
を
跨
い
だ
各
社
の
合
同
作

業
と
な
る
と
大
混
乱
が
生
じ

か
ね
ま
せ
ん
。
単
に
輸
送
を

す
れ
ば
よ
い
と
い
う
訳
に
は

ま
い
り
ま
せ
ん
。
Ｍ
Ｋ
グ
ル

ー
プ
で
は
、
サ
ミ
ッ
ト
な
ど

国
家
行
事
な
ど
を
任
さ
れ
て

き
た
経
験
を
活
か
し
て
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
、
現
場

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
乗

客
に
配
車
連
絡
す
る
ス
タ
ッ

フ
も
一
丸
と
な
っ
て
運
営
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
混
乱
に

な
る
こ
と
な
く
依
頼
を
全
う

し
ま
し
た
。

　

自
治
体
の
集
団
接
種
会
場

の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
そ

も
そ
も
輸
送
事
業
者
と
し
て

で
は
な
く
会
場
運
営
事
業
者

と
し
て
、
そ
の
自
治
体
で
最

大
規
模
会
場
の
運
営
責
任
も

任
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
か
ら
は
全
国
の
Ｍ
Ｋ

タ
ク
シ
ー
で
聴
覚
に
障
害
を

お
持
ち
の
方
が
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス

体
制
を
整
え
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
長
ら
く
ご
要
望
の
声
を

い
た
だ
い
て
お
り
な
が
ら
す

ぐ
に
は
対
応
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
会

社
の
現
場
部
門
か
ら
取
り
組

み
の
動
き
が
始
ま
っ
た
も
の

で
す
。
過
去
の「
で
き
な
い
」

イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
ず
、

新
し
い
ツ
ー
ル
を
工
夫
し
て

の
導
入
と
な
り
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
Ｍ
Ｋ
ス
マ
ホ
配

車
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
注
文
書
で
の
ご

注
文
方
法
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
携
帯
電
話
の
シ
ョ
ー
ト
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
使
っ
た
到
着
な

ど
の
ご
連
絡
、
車
内
で
は
接

客
シ
ー
ト
を
使
っ
た
筆
談
、

流
し
の
お
客
様
が
ド
ラ
イ
バ

ー
に
伝
え
る
「
耳
カ
ー
ド
」

を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
コ
ロ
ナ
禍
は
こ
れ

ま
で
の
過
去
の
成
功
実
績
に

奢
っ
て
い
ら
れ
ず
、
事
業
者

と
し
て
は
企
業
活
動
を
一
変

さ
せ
る
必
要
が
生
じ
ま
し

た
。
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
が
近
年

特
に
力
を
入
れ
て
収
益
の
柱

と
し
て
き
た
観
光
、
空
港
送

迎
、
ハ
イ
ヤ
ー
、
外
国
語
ド

ラ
イ
バ
ー
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
応
と
い
っ
た
事
業
が
ほ
と

ん
ど
機
能
し
な
い
状
態
と
な

っ
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
私
ど
も

は
、
あ
る
面
で
は
う
ろ
た
え

る
こ
と
な
く
変
化
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
振
り
返
っ
て
お
り
ま

す
。
社
会
に
少
し
で
も
必
要

と
さ
れ
る
企
業
で
あ
り
た

い
、
そ
の
た
め
に
は
従
来
の

意
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
変
化

を
す
る
こ
と
へ
の
柔
軟
性
が

問
わ
れ
た
一
年
で
し
た
。

エ
ム
ケ
イ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
青
木
信
明

変
化
へ
の
柔
軟
性
が
問
わ
れ
る
時
代

失
敗
を
恐
れ
ず
ま
ず
は
行
動
に
移
す

年
頭
の
辞

　

お
客
様
、
市
民
の
皆
様
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
Ｍ

Ｋ
グ
ル
ー
プ
に
多
大
な
ご
支

援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　下鴨神社（賀茂御祖神社）巫女。「明けましておめでとう
ございます。新しい年が素晴らしい一年になりますよう、皆
様のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます。初詣は新
型コロナウイルス感染防止のため、分散してのご参拝をおす
すめいたします。」

辻
つじ

　彩
あや

乃
の

 さん

ひ
と

公
式
サ
イ
ト

新
理
念
を
判
断
基
準
に

自
分
で
考
え
行
動
す
る

　

私
ど
も
が
う
ろ
た
え
る
こ

と
な
く
変
化
に
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
昨
年
の

３
月
に
Ｍ
Ｋ
の
新
し
い
経
営

理
念
を
定
め
た
こ
と
に
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
新
理

念
は
コ
ロ
ナ
前
よ
り
構
想
し
、

経
営
陣
だ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
以
上
に
従
業
員
に
自
ら
考

え
て
決
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
完
成
し
た
新
理
念
は
、

「
自
分
の
頭
で
考
え
」、
そ
し

て
「
自
身
で
行
動
し
」、
そ
れ

を
「
サ
ポ
ー
ト
し
合
う
」、
そ

う
い
う
組
織
体
を
つ
く
っ
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
過
去
の
実
績

だ
け
に
頼
れ
な
い
状
況
だ
か

ら
こ
そ
、
こ
の
新
理
念
が
、
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能
面
１
０
０

The Art of the Noh Mask

１
／
２
～
２
／
６　　
　
　
　

美
術
館
「
え
き
」
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

　

長
い
歴
史
の
中
で
絶
え
ず

守
ら
れ
て
き
た
日
本
を
代
表

す
る
伝
統
文
化
「
能
」
は
、

奈
良
時
代
に
大
陸
か
ら
渡
来

し
た
「
散
楽
」
が
源
流
と
な

り
、
室
町
時
代
に
世
阿
弥
に

よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
。
演
能

に
用
い
ら
れ
る
「
能
面
」
は

一
見
、無
表
情
に
見
え
る
が
、

舞
台
で
は
多
く
の
表
情
を
持

ち
、
見
事
な
ま
で
に
人
間
の

心
理
を
表
現
し
て
い
る
。
本

展
で
は
、
世
界
的
な
能
面
の

愛
好
家
で
あ
り
研
究
者
で
も

あ
る
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ェ
ン･

マ
ー
ヴ
ィ
ン
氏
の
貴
重
な
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
金

剛
家
、
篠
山
能
楽
資
料
館
の

歴
史
あ
る
能
面
１
０
０
面
を

一
堂
に
展
覧
。
幽
玄
の
美
で

あ
る
能
面
の
芸
術
を
楽
し
ん

で
み
て
は
。

　

美
術
館
「
え
き
」
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
京
都

伊
勢
丹
７
階
隣
接
）
に
て
、

１
月
２
日
（
日
）
～
２
月
６

日
（
日
）
ま
で
。
会
期
中
無

休
。
午
前
10
時
～
午
後
７
時

30
分
（
１
月
２
日
は
９
時
30

分
開
館
）、
入
館
は
閉
館
30

分
前
ま
で
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ

り
、
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）。
一
般
１
０
０
０

円
、高
大
生
８
０
０
円
、小
中

生
６
０
０
円
。
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
京
都
伊
勢
丹
☎
０
７
５
・

３
５
２
・
１
１
１
１
（
大
代

表
）

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

新
春
展

瑞
獣
が
く
る

―
樂
歴
代
の
ふ
し
ぎ
な

ど
う
ぶ
つ
た
ち
―

１
／
８
～
４
／
24

樂
美
術
館　
　
　

　

古
来
よ
り
、
人
々
は
暮
ら

し
の
中
の
祈
り
や
願
い
、
思

い
を
身
近
に
い
る
動
物
や
想

像
上
の
動
物
た
ち
に
託
し
て

き
た
。
日
本
の
美
術
に
も
、

現
れ
る
と
吉
兆
と
考
え
ら
れ

て
い
る
瑞
獣
や
縁
起
が
よ
い

と
さ
れ
る
動
物
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
作
品
が
数
多
く
残
っ

て
い
る
。
本
展
で
は
、
樂
歴

代
が
動
物
た
ち
を
モ
チ
ー
フ

と
し
た
作
品
を
集
め
て
紹
介
。

そ
こ
に
は
、
生
き
生
き
と
し

た
中
に
ど
こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス

で
ほ
っ
こ
り
す
る
愛
ら
し
さ

が
あ
る
。
あ
た
た
か
で
柔
ら

か
い
樂
焼
で
表
現
さ
れ
る
霊

特
別
展

植
物　

地
球
を
支
え
る

仲
間
た
ち

１
／
14
～
４
／
３　
　
　

大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館

　

光
合
成
と
い
う
、
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
有
機
物
を
作

り
出
す
能
力
を
手
に
入
れ
た

こ
と
で
、
地
球
上
の
生
命
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
と
な
っ
た
植
物
。
今
や

地
球
上
の
多
種
多
様
な
環
境

に
生
育
す
る
最
も
成
功
し
て

い
る
生
物
群
と
言
え
る
。
最

先
端
の
科
学
研
究
に
よ
っ
て

私
た
ち
の
想
像
を
超
え
る
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
生
態
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
。
本
展
は
、

植
物
を
総
合
的
に
紹
介
す
る

こ
れ
ま
で
に
な
い
大
規
模
な

展
覧
会
。
標
本
や
模
型
、
映

像
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

展
示
な
ど
を
活
用
し
、
そ
の

驚
き
の
実
像
や
魅
力
に
迫
る
。

　

大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館

ネ
イ
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
（
花
と

緑
と
自
然
の
情
報
セ
ン
タ
ー

２
階
）（
地
下
鉄
「
長
居
」
駅

３
号
出
口
よ
り
東
へ
８
０
０

ｍ
）
に
て
１
月
14
日
（
金
）

～
４
月
３
日
（
日
）
ま
で
。

休
館
日
は
月
曜
（
た
だ
し
、

３
月
21
日
、
28
日
は
開
館
）、

３
月
22
日
。
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分
（
３
月
１

日
か
ら
は
同
５
時
ま
で
）
入

場
は
そ
れ
ぞ
れ
閉
館
30
分
前

企
画
展

ト
ラ
時
々
ネ
コ　

干
支

セ
ト
ラ１

／
29
～
４
／
10

福
田
美
術
館　
　

　

２
０
２
２
年
は
寅
年
に
ち

な
み
、
与
謝
蕪
村
、
円
山
応

挙
な
ど
江
戸
時
代
に
活
躍
し

た
画
家
や
、
竹
内

栖
鳳
や
大
橋
翠
石

ら
明
治
か
ら
昭
和

に
か
け
て
活
躍
し

た
有
名
画
家
が
描

く
虎
の
絵
を
主
役

に
、
他
の
干
支
の

動
物
を
描
い
た
作

品
な
ど
も
福
田
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
中

か
ら
厳
選
し
て
展

示
。
ま
た
２
０
２

ま
で
。一
般
１
５
０
０
円
、高

大
生
８
０
０
円
、

小
中
生
５
０
０

円
。
※
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
状
況
等
に
よ

り
内
容
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
大
阪
市
総
合

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
な
に
わ
コ
ー
ル
）

☎
０
６
・
４
３
０

１
・
７
２
８
５

☆�

読
者
プ
レ
ゼ
ン

ト　

５
組
10
名

ご
招
待

妙
な
動
物
た
ち
。
そ
の
ふ
し

ぎ
な
世
界
が
楽
し
め
る
。

　

樂
美
術
館
（
市
バ
ス
「
堀

川
中
立
売
」
よ
り
徒
歩
約
３

分
）
に
て
、
１
月
８
日
（
土
）

～
４
月
24
日
（
日
）
ま
で
。

月
曜
休
館
（
た
だ
し
、
祝
日

の
場
合
は
開
館
）。
午
前
10

時
～
午
後
４
時
30
分
（
入
館

は
閉
館
30
分
前
ま
で
）。一
般

１
０
０
０
円
、
大
学
生
８
０

０
円
、
高
校
生
４
０
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料
。
樂
美
術

館
☎
０
７
５
・
４
１
４
・
０

３
０
４

企
画
展

絵
で
み
る
百
人
一
首
と

枕
草
子１

／
29
～
４
／
10

嵯
峨
嵐
山
文
華
館

　

百
人
一
首
の
撰
者
、
藤
原

定
家
の
山
荘
が
あ
っ
た
と
さ

れ
る
小
倉
山
。
そ
の
麓
に
位

置
す
る
当
館
で
は
、
百
人
一

首
の
歴
史
や
魅
力
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
日
本
画
を
中

心
と
し
た
企
画
展
を
年
４
回

開
催
し
て
い
る
。
藤
原
定
家

の
直
筆
と
伝
わ
る
「
小
倉
色

紙
」
や
、
江
戸
時
代
の
公
卿

た
ち
が
古
の
詩
歌
を
し
た
た

め
た
色
紙
か
ら
成
る
「
和
漢

朗
詠
集
・
古
今
集
色
紙
貼
交

屏
風
」
を
は
じ
め
、
百
人
一

首
や
和
歌
に
ち
な
ん
だ
作
品

や
歌
仙
絵
な
ど
が
楽
し
め
る
。

　

嵯
峨
嵐
山
文
華
館
（
嵐
電

「
嵐
山
」
駅
下
車
、
徒
歩
５

分
）
に
て
、
前
期
：
１
月
29

日
（
土
）
～

３
月
７
日

（
月
）、後
期 

：
３
月
９
日

（
水
）
～
４

月
10
日（
日
）

ま
で
。
火
曜

休
館
。
午
前

10
時
～
午
後

５
時
（
入
館

は
30
分
前
ま

で
）。
一
般
・

５
時
（
入
館
は
30
分
前
ま

で
）。
一
般
・
大
学
生
１
３
０

０
円
、
高
校
生
７
０
０
円
、

小
中
学
生
４
０
０
円
（
そ
れ

ぞ
れ
嵯
峨
嵐
山
文
華
館
と
の

２
館
共
通
券
あ
り
）。
福
田

美
術
館
☎
０
７
５
・
８
６
３
・

０
６
０
６

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

２
は
ニ
ャ
ー
ニ
ャ
ー
ニ
ャ
ー

と
も
読
め
る
こ
と
か
ら
、
愛

ら
し
い
猫
を
描
い
た
絵
画
も

「
時
々
」並
べ
て
展
示
す
る
。

　

福
田
美
術
館
（
嵐
電
「
嵐

山
」
駅
下
車
、
徒
歩
４
分
）

に
て
、
前
期
：
１
月
29
日

（
土
）
～
３
月
７
日
（
月
）、

後
期
：
３
月
９
日
（
水
）
～

４
月
10
日
（
日
）
ま
で
。
火

曜
休
館
。
午
前
10
時
～
午
後

大
学
生
９
０
０
円
、
高
校
生

５
０
０
円
、
小
中
学
生
３
０

０
円
（
そ
れ
ぞ
れ
福
田
美
術

館
と
の
２
館
共
通
券
あ
り
）。

嵯
峨
嵐
山
文
華
館
☎
０
７

５
・
８
８
２
・
１
１
１
１

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

《小面（雪の小面）》　龍右衛
門作　室町時代　金剛家　　

ハ
エ
ト
リ
ソ
ウ
（
東
京
会
場
の
様
子
）

※
拡
大
模
型
を
展
示
予
定　
　
　　
　

大
橋
翠
石　
「
仔
虎
図
」　

福
田
美
術

館
蔵
（
後
期
）　
　
　
　
　
　
　
　

四
代　

一い
ち
に
ゅ
う入　

赤あ
か

樂ら
く

獅し

子し

香こ
う

炉ろ　

不ふ

見け
ん

斎さ
い

書
付

神
坂
雪
佳
「
紫
式
部
」　
（
古
聖
帝
名
臣
画

冊　

部
分
）　

福
田
美
術
館
蔵
（
通
期
）　

ン
ら
の
全
盛
期
の
傑
作
を
中

心
に
、
そ
の
前
後
の
バ
ル
ビ

ソ
ン
派
か
ら
ナ
ビ
派
ま
で
を

含
め
「
光
の
系
譜
」
を
テ
ー

マ
に
紹
介
す
る
。

　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

（
近
鉄
「
大
阪
阿
部
野
橋

駅
」・
Ｊ
Ｒ
「
天
王
寺
駅
」

よ
り
す
ぐ
。
あ
べ
の
ハ
ル
カ

ス
16
階
）
に
て
、
１
月
28
日

（
金
）
～
４
月
３
日
（
日
）

ま
で
。休
館
日
は
１
月
31
日
、

２
月
７
日
。
午
前
10
時
～
午

後
８
時
（
月
土
日
祝
は
同
６

時
ま
で
）、
入
館
は
閉
館
30

分
前
ま
で
。
一
般
１
９
０
０

円
、
大
高
生
１
１
０
０
円
、

中
小
生
５
０
０
円
。
あ
べ
の

ハ
ル
カ
ス
美
術
館
☎
０
６
・

４
３
９
９
・
９
０
５
０

イ
ス
ラ
エ
ル
博
物
館
所
蔵

印
象
派
・
光
の
系
譜

―
モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、

ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ガ
ン

１
／
28
～
４
／
３　
　
　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

　

古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
約

50
万
点
に
の
ぼ
る
文
化
財
を

所
蔵
す
る
エ
ル
サ
レ
ム
の
イ

ス
ラ
エ
ル
博
物
館
。
今
回
、

同
館
が
誇
る
印
象
派
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
初
め
て
ま
と
ま
っ

て
来
日
。
出
品
作
の
お
よ
そ

８
割
が
日
本
初
公
開
と
い
う

稀
有
な
機
会
と
も
な
る
。
本

展
で
は
約
70
点
の
厳
選
さ
れ

た
作
品
群
を
、
モ
ネ
、
ル
ノ

ワ
ー
ル
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ガ

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
組
４
名
ご
招
待

①
美
術
館
「
え
き
」
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
「
能
面
１
０
０
」（
11

面
）

５
組
10
名
ご
招
待

②
大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館

「
植
物　

地
球
を
支
え
る
仲

間
た
ち
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

③
福
田
美
術
館
「
ト
ラ
時
々

ネ
コ　

干
支
セ
ト
ラ
」（
11

面
）

５
組
10
名
ご
招
待

④
嵯
峨
嵐
山
文
華
館
「
絵
で

み
る
百
人
一
首
と
枕
草
子
」

（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑤
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

「
印
象
派
・
光
の
系
譜
」（
11

面
）

２
組
４
名
ご
招
待

　

ご
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ 

《
睡
蓮
の
池
》 1907

年
、
油
彩
／
カ
ン

ヴ
ァ
ス
、101.5

×72.0cm

、
イ
ス
ラ
エ
ル
博
物
館
蔵

G
ift of The Jerusalem

 Foundation from
 the 

Sam
 Spiegel C

ollection
Photo ©

 The Israel M
useum

, Jerusalem

号
・
ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

番
号
・
興
味
を
持
っ
た
記
事
・

Ｍ
Ｋ
へ
の
一
言
を
明
記
の
上
、

〒
６
０
１
―
８
４
３
２
京
都

市
南
区
西
九
条
東
島
町
63
―

１
、
Ｍ
Ｋ
新
聞
「
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
係
ま
で
。
締
切
は
１
月

15
日
（
土
）
消
印
有
効
。
当

選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
紙
面
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
ご
応
募
に
際
し
て
ご
記
入

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

き
ま
し
て
は
、
弊
社
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き

厳
重
に
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w

w
.m

k-gro 
up.co.jp/privacy

初
天
神

１
／
25　
　

北
野
天
満
宮

　

菅
原
道
真
公
を
偲
び
、
毎

月
25
日
に
開
か
れ
る
天
神
市
。

正
月
最
初
の
縁
日（
初
天
神
）

は
例
月
よ
り
多
く
の
露
店
が

出
て
賑
わ
う
。
ま
た
、
奉
納

書
初
め
の
作
品
展
示
も
行
わ

れ
、
宝
物
殿
の
神
宝
も
公
開

す
る
（
内
容
が
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

　

北
野
天
満
宮（
市
バ
ス「
北

野
天
満
宮
前
」
下
車
す
ぐ
）

に
て
、
１
月
25
日
（
火
）。
午

前
６
時
頃
～
午
後
９
時
頃
。

北
野
天
満
宮
☎
０
７
５
・
４

６
１
・
０
０
０
５

�������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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Ｍ
Ｋ
オ
リ
ジ
ナ
ル
北
海
道
観
光
タ
ク
シ
ー
ツ
ア
ー
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
掲
載
中

広
く
快
適
な
ア
ル
フ
ァ
ー
ド
に
乗

務
す
る
田
口
社
員

「
私
は
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
す
る
」
と

積
極
的
に
メ
ン
バ
ー
に
声
を
か
け

る
田
口
社
員

広
い
北
海
道
の
移
動
は 

ア
ル
フ
ァ
ー
ド
が
快
適

　

札
幌
Ｍ
Ｋ
の
開
業
か
ら
１

ヵ
月
後
に
入
社
し
、
13
年
目

の
田
口
社
員
。「
入
社
当
初

は
セ
ダ
ン
型
タ
ク
シ
ー
に
、

そ
の
後
観
光
の
仕
事
を
し
た

く
て
６
年
前
か
ら
セ
ミ
ハ
イ

ヤ
ー
部
門
の
ク
ラ
ウ
ン
Ｈ

Ｖ
、
そ
し
て
ア
ル
フ
ァ
ー
ド

へ
と
乗
務
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

現
在
は
、
概
ね
２
週
間
ご
と

に
昼
勤
と
夜
勤
を
交
互
に
繰

り
返
し
つ
つ
、
観
光
課
の
責

任
者
を
務
め
て
い
ま
す
。
観

光
課
は
、「
京
都
Ｍ
Ｋ
ほ
ど

大
き
く
は
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
31

人
、
ア
ル
フ
ァ
ー
ド
35
台
の

体
制
。

　
「
観
光
で
ご
案
内
す
る
地

域
は
小
樽
・
積
丹
か
ら
、
洞

爺
・
登
別
、
さ
ら
に
富
良
野
・

旭
川
ま
で
、
車
で
片
道
２
時

間
移
動
す
る
こ
と
も
よ
く
あ

り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
８
時

間
貸
切
ご
利
用
で
も
、
観
光

地
で
の
滞
在
は
３
時
間
で
、

残
り
の
５
時
間
は
移
動
時
間

で
す
。
そ
の
よ
う
な
遠
方
へ

の
観
光
に
は
ア
ル
フ
ァ
ー
ド

の
よ
う
な
広
く
快
適
な
車
両

が
向
い
て
い
ま
す
」。

　
「
ア
ル
フ
ァ
ー
ド
・
セ
ミ

ハ
イ
ヤ
ー
部
門
に
は
空
港
送

迎
も
１
日
１
０
０
件
、
法
人

関
係
の
貸
切
の
ご
依
頼
も
多

く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
」。

コ
ロ
ナ
禍
で
知
る 

受
け
身
で
は
ダ
メ

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
そ
の
状

況
も
一
変
し
た
と
言
い
ま

す
。「
多
数
あ
っ
た
長
距
離

や
貸
切
の
仕
事
も
コ
ロ
ナ
禍

で
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

売
上
も
下
が
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
セ
ミ
ハ
イ
ヤ
ー
・

ア
ル
フ
ァ
ー
ド
の
仕
事
は
会

社
か
ら
振
り
分
け
与
え
ら
れ

て
い
た
の
だ
と
、
会
社
に
甘

え
て
い
た
部
分
が
大
き
か
っ

た
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

他
の
普
通
車
タ
ク
シ
ー
・
セ

ダ
ン
車
両
の
方
の
苦
労
が
改

め
て
わ
か
り
ま
し
た
。
地
道

に
街
中
で
手
を
上
げ
て
く
だ

さ
る
お
客
様
を
見
つ
け
な
い

と
い
け
な
い
の
で
す
。
そ
し

て
こ
の
『
流
し
』
の
仕
事
で
、

ど
の
道
を
通
っ
た
ら
お
客
様

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
と
工

夫
を
重
ね
る
、
お
客
様
に
目

を
向
け
る
そ
う
い
っ
た
努
力

が
大
切
だ
っ
た
の
で
す
」。

　

取
材
を
し
た
11
月
中
旬

に
は
感
染
状
況
も
落
ち
着

き
、
徐
々
に
仕
事
も
戻
っ
て

き
た
よ
う
で
し
た
。「
先
に

昼
の
仕
事
が
戻
り
、
よ
う
や

く
夜
の
仕
事
も
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
コ
ロ
ナ
前

な
ら
、
ス
ス
キ
ノ
の
Ｍ
Ｋ
の

り
ば
に
、
お
客
様
が
並
ん
で

30
分
ほ
ど
待
っ
て
い
た
だ
い

て
い
た
も
の
が
、
今
は
５
～

６
人
が
並
ぶ
程
度
で
す
。
待

ち
時
間
が
少
な
い
の
で
丁
度

良
い
く
ら
い
と
も
言
え
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
平
日
は
少
な

く
、
午
前
２
～
３
時
は
お
客

様
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な

い
状
況
で
す
」。

　

そ
し
て
札
幌
Ｍ
Ｋ
で

は
観
光
の
お
客
様
に
対

し
て
積
極
的
に
動
き
始

め
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
い
た

だ
い
た
依
頼
を
受
け
て

い
る
だ
け
で
し
た
。
北

海
道
に
観
光
に
来
ら
れ

る
一
般
の
お
客
様
は
レ

ン
タ
カ
ー
を
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で

す
。コ
ロ
ナ
禍
で
考
え
、

受
け
身
で
は
な
く
、
こ

バ
ウ
ン
ド
の
外
国
か
ら
の
お

客
様
が
少
な
い
の
で
、
混
み

合
っ
て
お
ら
ず
狙
い
目
で
す

ね
。
ま
た
、
例
年
も
そ
う
で

す
が
、
札
幌
小
樽
を
中
心
に

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
き
れ

い
で
お
す
す
め
で
す
」。

　
「
北
海
道
は
自
然
が
豊
か

で
食
べ
物
が
お
い
し
い
と
評

判
で
す
が
、
自
然
や
食
べ
物

以
外
も
、
本
州
に
は
な
い
異

文
化
が
あ
り
ま
す
。
２
０
２

０
年
に
は
白
老
町
に
国
立
の

ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
を
中
心

と
し
た
「
民
族
共
生
象
徴
空

間
（
通
称
：
ウ
ポ
ポ
イ
）」

が
で
き
ま
し
た
。
２
０
２
１

年
に
は
北
海
道
・
北
東
北
の

縄
文
遺
跡
群
が
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
地

域
に
は
な
い
魅
力
で
す
の

で
、
本
当
は
こ
ち
ら
も
見
学

し
て
ほ
し
い
で
す
し
、
案
内

で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

北
海
道
は
歴
史
が
浅
い
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
１
万
年

前
か
ら
縄
文
文
化
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

コ
ロ
ナ
後
や 

今
後
の
取
組
み

　

最
後
に
今
後
の
取
組
み
や

目
標
を
聞
い
て
み
た
と
こ

ろ
、
田
口
社
員
個
人
に
つ
い

て
は
し
っ
か
り
安
全
運
転
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
「
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、

よ
り
い
っ
そ
う
安
全
運
転
を

滑
り
や
す
い
路
面
に
な
り
ま

す
。特
に
夜
は
見
え
に
く
く
、

マ
ン
ホ
ー
ル
や
く
ぼ
み
等
に

タ
イ
ヤ
が
は
ま
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら

は
大
丈
夫
で
も
相
手
側
が
ぶ

つ
か
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
、
周
り
の
車
の
動
向

に
も
注
意
が
必
要
で
す
」。

　

観
光
課
の
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
も
話
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。「
以
前
は
現
地
観
光
勉

強
会
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
れ

く
ら
い
の
距
離
な
の
か
、
車

い
す
で
い
け
る
の
か
、
ど
こ

が
写
真
撮
影
の
ス
ポ
ッ
ト
な

の
か
等
、
現
地
に
行
っ
て
み

な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

様
々
あ
り
ま
す
。で
す
の
で
、

現
地
観
光
勉
強
会
を
少
し
ず

つ
再
開
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
も
各
自
で
勉
強
し
、

ス
マ
ホ
な
ど
で
情
報
交
換
も

し
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
し

て
も
一
人
だ
と
自
分
の
関
心

事
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
仲
間
と
一
緒
だ
と
他
の

人
の
関
心
事
に
触
れ
、
私
を

含
め
皆
に
と
っ
て
よ
り
広
く

勉
強
に
な
り
ま
す
」。

　
「
観
光
課
を
立
ち
上
げ
た

当
初
は
観
光
の
資
格
を
取
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
観

光
の
依
頼
も
入
っ
て
く
る
だ

ろ
う
と
仕
事
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
状
況
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
受
け
身
で
し
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
積
極
的

に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ハ
イ
ヤ

ー
部
門
に
は
20
～
30
代
も
多

く
い
ま
す
。
若
い
世
代
で
観

光
を
含
め
た
新
し
い
ブ
ラ
ン

ド
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
57

歳
の
私
は
裏
方
に
徹
し
、
支

え
る
側
の
人
間
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
期
待
し
て
い

る
若
手
に
声
を
か
け
て
成
長

を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
」。

ち
ら
か
ら
発
信
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
、
北
海
道
の
魅

力
を
体
験
し
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
ツ
ア
ー
商
品
な
ど
を

複
数
企
画
し
、
広
報
を
始
め

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
Ｍ
Ｋ

会
員
様
に
は
案
内
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
そ
れ
を
広

げ
て
、
一
般
の
お
客
様
に
知

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
な
ど
に
も
多
く
掲
載
し

て
い
ま
す
」。

北
海
道
の
冬
と 

歴
史
文
化
が
魅
力

　

観
光
課
の
責
任
者
を
務
め

る
田
口
社
員
に
今
の
北
海
道

の
魅
力
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
こ
の
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

は
、
ニ
セ
コ
が
お
す
す
め
で

す
。
東
京
や
大
阪
か
ら
も
多

く
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
と

も
と
人
気
が
あ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
イ
ン

し
な
け
れ
ば
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
接

客
が
好
き
な
の
で
会
話

を
し
て
お
客
様
に
注
意

を
払
い
が
ち
に
な
り
ま

す
が
、
道
路
状
況
を
見

て
安
全
運
転
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
北

海
道
の
冬
道
で
は
、
ス

ピ
ー
ド
を
抑
え
、
車
間

距
離
を
と
っ
て
、
そ
し

て
滑
る
こ
と
を
考
え
隣

の
車
と
並
行
し
て
走
行

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

路
面
が
ど
う
変
わ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
急
に

　

感
染
症
対
策
に
と
も
な
う
新
し
い
生
活
が
始
ま
り
、
今
後
は
自
動
運
転
に
よ
る
新
し
い

時
代
を
迎
え
ま
す
。
Ｍ
Ｋ
と
し
ま
し
て
は
、
変
化
が
激
し
い
中
で
も
、
各
人
が
で
き
る
こ

と
、
や
る
べ
き
こ
と
を
進
め
て
い
く
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
現
場
で
は
日
々
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ

ん
な
現
場
の
努
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
札
幌
Ｍ
Ｋ
の
観
光
課
責
任
者
を
務
め
る
、
開
業
初
期
メ
ン
バ
ー
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
話
を
聞
く
と
、
依
頼
を
受
け
る
待
ち
の
姿
勢
か
ら
積
極
的
に
お
客
様
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

発
信
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

札幌ＭＫ
セミハイヤー・アルファード乗務
観光課責任者　 田

た

口
ぐ ち

　富
ふ

樹
じ

雄
お

　社員

2009（平成21）年５月	 札幌ＭＫ入社

2015（平成27）年12月	 �セミハイヤーに乗務

経
　
歴

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

新
し
い
生
活
、
新
し
い
時
代
に

Ｍ
Ｋ
社
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

札
幌
Ｍ
Ｋ
で
は
仲
間
に
な
っ

て
い
た
だ
け
る
従
業
員
を
募

集
中
で
す

☎
０
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